
 

9 月 6 日、マイナンバー制度反対連絡会は、全労連、保団連、日本高連、東京地評、東京土建、東

京社保協、東京高連、中央社保協、共通番号いらないネットなど 10 団体 120 名の仲間とともに、東

京都千代田区のデジタル庁前で「保険証を廃止するな」抗議活動を行いました。 

各団体の代表がマイクを握り、マイナ連絡会の石川事務局⾧はマイナ保険証を持っていない人に

交付される資格確認書に触れ「保険証と同じように使えるなら、現在の健康保険証を残せば良いだ

けだ」と批判。保団連の住江名誉会⾧は「今もマイナ保険証で資格確認ができないトラブルが起き

ている。マイナ保険証への一本化は医療現場からも許されない」など次々と訴えました。 

最後はデジタル庁に向かって「マイナ保険証の押しつけ反対」「保険証廃止を撤回しろ」とシュプ

レヒコール。保険証廃止を許さないたたかいを広げようと決意を固めました。 

次回の抗議行動は、10 月 9 日（水）デジ庁が 13 時 30 分、厚生労働省が 15 時 30 分です。 
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